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緊急地震速報を用いたLPGタンクの減災システム

○ 遠藤昇太(情報電子3年)　田山智洋(大学院1年)、蓮田裕一(帝京大学理工学部)

我が国では、大規模な地震の被害を受けており、東日本大震災や熊本地震などが記憶に新しい[1]。千葉県市原市の液化石油ガス
（LPG）タンクが東日本大震災時に倒壊し、タンクの近接する複数の配管を破断し、漏洩・拡散したLPGに着火・爆発が起こ
り、鎮火まで10日を要している。
開放検査の為にタンクを満水状態にし、通常の2倍の負荷が支柱にかかっていたことが倒壊の原因である。再発対策として、ガ
スタンク支柱の補強が進められているが[2]、国内のLPGタンク数と費用、補強完了までの期間を考慮すると、問題が山積されて
いる。本研究では新たな解決策として、緊急地震速報を受信すると共に、LPGタンクの排水バルブを自動開閉するシステムを提
案し、開発した。
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